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＜連絡事項＞

· 2/24　17：30よりユーティリティホールにて回想法の勉強会を行います。

· 吉田　みゑ様～本日通所時間になっても来所されず、自宅へ連絡しています。応答がなかったため、　

青明舎へ連絡し、訪問を依頼しています。青明舎スタッフが自宅訪問すると、本　　人は自宅で休んでいたとのことです。青明舎スタッフがデイケアへ電話連絡するよう本人に説明し、11時半過ぎに本人より電話連絡がありました。頭から首にかけての痛みが強く昨晩は一睡も出来なかったとの事。朝から嘔吐があり、近くの内科を受診し風邪薬を処方されたと話されています。明日も来所できるかどうかわからないと話しており、調子が悪ければ無理をせず自宅で休んでいること、また調子が悪く休む際にはデイケアへ連絡するよう説明しています。

＜外来より＞

· 淡路　智恵子様～咳が出るとのことで、咳止め処方となっています。

· 其田　淑子様～先日内科受診し、急性気管支炎と診断された事を話されています。

· 神山　和典様～将来について不安があるが、考えないようにしていると話されています。

＜接遇委員会勉強会　事例検討＞　

利用者様自身が、本当は守らなければならない事（食事制限、服薬等）が分かっているのに守れな

いことを、一方的に非難してしまうという場面。

例）糖尿病の方が間食をしている場面を見かけた場合。

· 食べてよいものかどうかを確認→間食をしても良いのか本人に聞いてみる。「間食はダメだ」とい　

うことが理解できていることもある。

· なぜ間食してしまったのかを聞いてみる→「お腹すいてたから」「イライラするから食べた」等

分かっているけれど食べてしまった気持ちを受け止める。

· なぜ食べてはいけないのかを確認→どうして制限されるのかを理解しているかどうか確認。

理解していなければ、なぜ制限があるかを説明する。また食べたことによって予想される身体の変化等について説明する。

⇒食事を制限されるということは、本人には大きなストレスとなる。制限されることだけでもストレスとなるのに、制限を守れないこと、それを責められる事はさらにストレスとなる。間食を注意する事は、本人にとっては責められている、怒られているという印象を持たれやすい。間食がいけないことだと分かっていてもしてしまう相手の気持ちをよく聞くことが必要となる。また一方的に責めてしまった場合、それに気づき「申し訳ない」という気持ちを伝える事も必要である。「あなたの事が心配だから注意する」と伝えることは大事だが、心から心配しているかどうかを利用者様は敏感に受け止める。うわべだけで「心配している」と言わない。




















































